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　これまで，親の介護に対する構えには，病前の親子関係
が関係している可能性が報告されている1，2）。また世代に
よって母娘関係は異なる3，4）ことから，世代間においても
娘の介護に対する構えが異なる可能性がある。しかし，こ
れまで病前の親子関係が将来的な母親の介護に対する意識
にどう影響するのか，また，それに関して世代における違
いがあるのかについて検討された報告は見当たらない。そ
こで本研究では，母娘関係と将来的な母親介護に対する意
識との関連について，質問紙調査を通して明らかにし，青
年期および中年期の違いを検討した。具体的には，青年期
後期女性66名および中年期女性56名を対象として，無記
名の質問紙調査を実施し，青年期後期および中年期の女性
における母娘関係と介護に対する意識について比較検討を
行った。母娘関係の評価には海外でも汎用されている
Parental Bonding Instrument（PBI日本版）5）を用い，因
子分析を行って母娘関係の構造を分析した。その結果，青
年期後期および中年期女性の各々に対するPBI日本版25
項目において，両世代ともに「過干渉」「愛情」「否定」の
３因子構造が確認できた。また両世代ともに，「介護」に
対して身体的な負担，時間的な制約を理由に否定的な印象
で捉えていた。重回帰分析の結果では，将来的な母親の介
護に対して，青年期後期女性では「愛情」の関係，中年期
女性では「否定」の関係の寄与が大きいことが明らかとなっ
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た。本研究の結果より，母娘関係と母親介護に対する意識
とは関連がみられることが明らかとなった。なかでも，母
親からの愛情が深いと感じている青年期後期の娘は，将来
的な母親の介護を積極的に行おうとする意識が高い傾向が
あった。一方で，母親から否定されていたと感じている中
年期の娘は，将来的な母親の介護に対して消極的な意識と
なっていた。病前の母娘関係を知ることで，早期からの介
護サポート体制の整備に繋がる可能性がある。
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